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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第98期

第２四半期連結
累計期間

第99期
第２四半期連結
累計期間

第98期

会計期間

自平成29年
　 4月 1日
至平成29年
　 9月30日

自平成30年
　 4月 1日
至平成30年
　 9月30日

自平成29年
　 4月 1日
至平成30年
　 3月31日

売上高 （千円） 7,067,975 6,916,157 14,858,246

経常利益 （千円） 368,329 312,015 939,533

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 125,084 91,968 436,966

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 398,426 45,932 853,812

純資産額 （千円） 7,667,917 7,953,444 8,121,943

総資産額 （千円） 14,782,889 14,767,186 15,289,283

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 37.48 27.56 130.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.1 48.4 47.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 748,957 448,438 1,175,367

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △460,710 △369,231 △796,490

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △295,375 △191,835 △380,982

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 1,887,615 1,764,636 1,897,116

 

回次
第98期

第２四半期連結
会計期間

第99期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成29年
　 7月 1日
至平成29年
　 9月30日

自平成30年
　 7月 1日
至平成30年
　 9月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 19.37 15.49

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しており

ます。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定

しております。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1)財政状態及び経営成績の状況

 ①経営成績

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、堅調な企業収益を背景に設備投資マインドの好転、雇用

環境の改善、民間消費の増加が続いており、米国の通商政策による下振れリスクはあるものの、景気は緩やか

な回復基調が続きました。

　一方、染色加工業界におきましては、苛性ソーダを中心とした基礎薬品の大幅値上げ、染料価格の急騰な

ど、製造コストは著しく上昇しており、国内では、運賃および保管料の値上げや重油・ガス・電気代の高騰も

重なり、深刻な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、国内では、染色加工事業にて、非衣料分野の受注強化を進めると

ともに、編物加工において収益重視の販売施策への転換を実施しました。海外では、インドネシアにて輸出の

拡大に向けた受注活動の強化、タイ国では新商品開発による受注の獲得、品質改善による既存顧客の満足度向

上に取り組んでまいりました。

　原料価格の高騰への対応としましては、加工料単価の改定、取引条件の改善を実施するとともに、各生産拠

点にて原価低減活動および省エネルギー対策などを積極的に取り組みました。

　また、売上拡大に注力している非繊維事業では、保育サービス事業および洗濯事業の拡大に加え、機械販売

事業でも積極的な営業活動を推し進め、グループ全体での収益性向上に着手してまいりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,916百万円（前年同期比2.1％減、151百万円減）と

なり、営業利益は269百万円（前年同期比23.3％減、82百万円減）、経常利益は312百万円（前年同期比15.3％

減、56百万円減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は91百万円（前年同期比26.5％減、33百万円減）とな

りました。

 セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

ａ.染色加工事業

　染色加工事業は、売上高は5,254百万円（前年同期比4.3％減、238百万円減）となり、営業利益は223百万円

（前年同期比19.6％減、54百万円減）となりました。

染色加工事業における部門別（加工料部門、テキスタイル販売部門）の業績は次のとおりであります。

（加工料部門）

　国内では、織物加工にて、売上数量および金額ともに大幅な増加を図ることが出来ました。

　しかしながら、編物加工において収益重視の販売施策への転換途上であるため、減収となりました。

　一方、海外では、タイ国子会社は、受注環境が好転せず厳しい状況が続いております。

　インドネシア子会社では、ローカル需要が引き続き好調に推移し、売上数量は増加しており、現地通貨ベー

スでは増収を確保するものの、現地通貨安の影響により減収となりました。

　これらの結果、加工料部門の売上高は4,312百万円（前年同期比1.2％減、52百万円減）となりました。

（テキスタイル販売部門）

　国内は、ユニフォーム向けは昨年並となるものの、カジュアル向けの不振に加え、新規客先の開拓も受注ま

でには至らず減収となりました。海外では、インドネシア子会社にて旺盛な国内需要を取り込むため、加工料

部門へ生産をシフトしたことで減収となり、タイ国子会社でも、高単価商品の受注が伸び悩み、減収となりま

した。

　これにより、テキスタイル販売部門の売上高は942百万円（前年同期比16.5％減、186百万円減）となりまし

た。

ｂ.縫製品販売事業

　縫製品販売事業は、前期までに収益重視の販売方針への転換を図り、売上拡大を目指しましたが、受注が下

期に持ち越されたため、売上高は332百万円（前年同期比9.0％減、33百万円減）、営業利益は0百万円（前年

同期比95.9％減、16百万円減）となりました。
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ｃ.保育サービス事業

　保育サービス事業は、企業内保育における価格改定および保育園部門の増加により、売上高は1,218百万円

（前年同期比7.5％増、84百万円増）となりました。しかしながら、依然として高止まりする採用費の増加お

よび保育士不足に対応するための人員増による労務費の増加から、営業利益は7百万円（前年同期比13.4％

減、1百万円減）となりました。

ｄ.倉庫事業

　倉庫事業は、ニット製品における商量減少を補うため、その他荷物の取扱い増加を図りましたが、

売上高は121百万円（前年同期比2.5％減、3百万円減）となりました。一方で、経費の見直しを実施したこと

で、営業利益は4百万円（前年同期比36.7％増、1百万円増）となりました。

ｅ.その他事業

　当セグメントには、機械販売事業、不動産賃貸事業、洗濯事業が含まれております。今期設備投資を実施し

キャパの倍増を図った洗濯事業および機械販売事業が好調に推移したことから、売上高は193百万円（前年同

期比33.2％増、48百万円増）となり、営業利益は55百万円（前年同期比23.0％増、10百万円増）となりまし

た。

 

 ②財政状態

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、14,767百万円（前連結会計年度末比3.4％減、522百万円

減）となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少496百万円、原材料及び貯蔵品の減少18百万円、そ

の他投資の減少19百万円等によるものです。

 負債は、6,813百万円（前連結会計年度末比4.9％減、353百万円減）となりました。これは主に支払手形及

び買掛金の減少92百万円、短期借入金の返済による減少167百万円、その他流動負債の減少189百万円、長期借

入金の増加260百万円等によるものです。

 純資産は、7,953百万円（前連結会計年度末比2.1％減、168百万円減）となりました。これは主に親会社株

主に帰属する四半期純利益による増加91百万円、配当金の支払による減少150百万円、投資有価証券の時価評

価に伴うその他有価証券評価差額金の減少5百万円、為替換算調整勘定の減少99百万円、非支配株主持分の減

少18百万円等によるものです。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、営業活動により448百万円の増加、投

資活動により369百万円の減少、財務活動により191百万円の減少となった結果、1,764百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益313百万円の計上、減価償却費230百万円、売上債権の減少442百万円、棚卸資産

の増加111百万円等により、448百万円の収入（前年同期は748百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の取得による支出353百万円等により、369百万円の支出（前年同期は460百万円の支出）とな

りました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の純減少額250百万円、長期借入れによる収入600百万円、長期借入金の返済による支出257百万

円、配当金の支払額150百万円等により、191百万円の支出（前年同期は295百万円の支出）となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において重要な変更及び新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はあり

ません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、29百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 
 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,614,252 3,614,252

東京証券取引所

(市場第一部)

名古屋証券取引所

(市場第一部)

単元株式数は100株

であります。

計 3,614,252 3,614,252 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 3,614,252 － 4,300,000 － 1,075,000
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２の１ 165 4.96

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７の１ 142 4.27

日清紡ホールディングス株式会社 東京都中央区日本橋人形町２丁目31の11 116 3.48

稲畑産業株式会社 大阪市中央区南船場１丁目15の14 115 3.47

長瀬産業株式会社 東京都中央区日本橋小舟町５の１ 115 3.47

八代興産株式会社 愛知県清須市西枇杷島町子新田１番地２ 110 3.30

八代芳明 名古屋市瑞穂区 106 3.18

八代和彦 兵庫県西宮市 104 3.12

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11の３ 102 3.06

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿１丁目26の１ 77 2.32

計 － 1,154 34.62

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式    278,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  3,310,800 33,108 －

単元未満株式 普通株式     24,952 － －

発行済株式総数 3,614,252 － －

総株主の議決権 － 33,108 －

（注）１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株(議決権5個)含まれて

おります。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式85株が含まれております。
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②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

東海染工株式会社

愛知県清須市西枇杷島町

子新田１番地の２
278,500 － 278,500 7.71

計 － 278,500 － 278,500 7.71

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
グループ技術担当兼染色
加工事業本部長兼開発技
術部長兼岐阜事業所長

取締役

グループ技術担当兼染色
加工事業本部長兼海外事
業本部長兼開発技術部長
兼名古屋事業所長兼Ｌ／
Ｓ事業部長

鷲　裕一 平成30年８月20日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、平成30年７月１日をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,079,795 1,941,323

受取手形及び売掛金 ※２ 3,622,469 ※２ 3,125,884

商品及び製品 174,715 223,024

仕掛品 324,957 380,194

原材料及び貯蔵品 353,029 334,609

その他 80,293 144,521

貸倒引当金 △79,954 △78,490

流動資産合計 6,555,306 6,071,068

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,460,602 1,479,407

機械装置及び運搬具（純額） 1,950,571 2,183,403

土地 1,794,017 1,787,955

建設仮勘定 21,681 26,338

その他（純額） 530,594 274,075

有形固定資産合計 5,757,467 5,751,180

無形固定資産   

その他 71,031 83,819

無形固定資産合計 71,031 83,819

投資その他の資産   

投資有価証券 2,451,443 2,443,619

繰延税金資産 33,035 16,083

その他 425,158 405,572

貸倒引当金 △4,158 △4,158

投資その他の資産合計 2,905,478 2,861,117

固定資産合計 8,733,977 8,696,117

資産合計 15,289,283 14,767,186
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 990,683 897,967

電子記録債務 805,480 767,761

短期借入金 927,500 760,000

未払法人税等 64,461 33,346

賞与引当金 154,320 129,132

その他 1,292,315 1,103,269

流動負債合計 4,234,759 3,691,477

固定負債   

長期借入金 965,000 1,225,000

役員退職慰労引当金 19,981 21,217

退職給付に係る負債 1,111,165 1,065,090

資産除去債務 41,999 42,475

その他 794,433 768,480

固定負債合計 2,932,580 3,122,263

負債合計 7,167,340 6,813,741

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,300,000 4,300,000

資本剰余金 1,400,120 1,400,120

利益剰余金 2,236,253 2,178,102

自己株式 △496,682 △497,155

株主資本合計 7,439,691 7,381,066

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 753,674 748,230

為替換算調整勘定 △805,147 △904,234

退職給付に係る調整累計額 △88,982 △76,142

その他の包括利益累計額合計 △140,454 △232,146

非支配株主持分 822,707 804,524

純資産合計 8,121,943 7,953,444

負債純資産合計 15,289,283 14,767,186
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 7,067,975 6,916,157

売上原価 5,865,261 5,785,902

売上総利益 1,202,714 1,130,254

販売費及び一般管理費 ※ 850,972 ※ 860,571

営業利益 351,742 269,683

営業外収益   

受取利息 2,000 4,102

受取配当金 26,829 29,317

為替差益 1,725 36,949

雑収入 8,339 10,216

営業外収益合計 38,895 80,585

営業外費用   

支払利息 8,584 8,081

固定資産廃棄損 2,187 19,956

雑支出 11,535 10,216

営業外費用合計 22,307 38,253

経常利益 368,329 312,015

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1,353

特別利益合計 － 1,353

税金等調整前四半期純利益 368,329 313,369

法人税、住民税及び事業税 104,317 92,500

法人税等調整額 24,125 16,536

法人税等合計 128,442 109,037

四半期純利益 239,887 204,331

非支配株主に帰属する四半期純利益 114,802 112,362

親会社株主に帰属する四半期純利益 125,084 91,968
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 239,887 204,331

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 203,946 △5,444

為替換算調整勘定 △44,405 △168,140

退職給付に係る調整額 △1,002 15,185

その他の包括利益合計 158,538 △158,398

四半期包括利益 398,426 45,932

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 327,088 22,087

非支配株主に係る四半期包括利益 71,337 23,845
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 368,329 313,369

減価償却費 226,685 230,978

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,353

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △36,526 △37,139

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,219 △1,269

賞与引当金の増減額（△は減少） △45,721 △25,187

受取利息及び受取配当金 △28,829 △33,419

支払利息 8,584 8,081

為替差損益（△は益） △2,026 △26,768

有形固定資産廃棄損 2,187 19,956

売上債権の増減額（△は増加） 641,230 442,678

たな卸資産の増減額（△は増加） △91,454 △111,219

仕入債務の増減額（△は減少） △61,954 △96,557

未払費用の増減額（△は減少） 2,740 △57,844

その他 △107,256 △72,889

小計 874,769 551,413

利息及び配当金の受取額 28,829 33,418

利息の支払額 △8,750 △8,017

法人税等の支払額 △145,891 △128,375

営業活動によるキャッシュ・フロー 748,957 448,438

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △10,853 △361

投資有価証券の取得による支出 － △29,999

投資有価証券の売却による収入 － 31,346

有形固定資産の取得による支出 △448,454 △353,810

有形固定資産の売却による収入 810 －

その他 △2,213 △16,406

投資活動によるキャッシュ・フロー △460,710 △369,231

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △380,000 △250,000

長期借入れによる収入 600,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △329,446 △257,500

セール・アンド・リースバックによる収入 120,063 48,466

リース債務の返済による支出 △104,227 △118,861

配当金の支払額 △150,171 △150,120

非支配株主への配当金の支払額 △51,278 △63,487

その他 △314 △331

財務活動によるキャッシュ・フロー △295,375 △191,835

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14,370 △19,852

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △21,498 △132,480

現金及び現金同等物の期首残高 1,909,114 1,897,116

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,887,615 ※ 1,764,636
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

　次の関係会社について、L/C取引及び金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成30年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

㈱東海トレーディング（L/C連帯保証他） 60,000千円 ㈱東海トレーディング（L/C連帯保証他） 60,000千円

㈱東海トレーディング（借入債務） 40,000千円 ㈱東海トレーディング（借入債務） 40,000千円

計 100,000千円 計 100,000千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりで

あります。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成30年９月30日）

　受取手形 17,406千円 25,855千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
　　至 平成30年９月30日）

役員報酬 110,220千円 128,204千円

従業員給料手当 295,933千円 303,718千円

賞与引当金繰入額 27,023千円 27,647千円

退職給付費用 5,585千円 5,868千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,625千円 1,235千円

貸倒引当金繰入額 △930千円 △1,170千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 2,019,271千円 1,941,323千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △131,656千円 △176,686千円

現金及び現金同等物 1,887,615千円 1,764,636千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月10日

取締役会
普通株式 150,171 4円50銭 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

（注）平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。１株当たり配当額につきま

しては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月９日

取締役会
普通株式 150,120 45円 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 染色加工
縫製品
販売

保育
サービス

倉庫 計

売上高          

外部顧客への

売上高
5,493,119 348,295 1,133,560 6,798 6,981,773 86,202 7,067,975 － 7,067,975

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

131 17,688 － 118,096 135,915 58,805 194,720△194,720 －

計 5,493,250 365,983 1,133,560 124,894 7,117,689 145,007 7,262,696△194,720 7,067,975

セグメント利益 277,335 16,989 9,012 3,272 306,610 44,952 351,562 180 351,742

（注）　１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである機械販売事業、システム事

業、洗濯事業及び、付随事業である不動産賃貸事業を含んでおります。

　　　　２．セグメント利益の調整額180千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 染色加工
縫製品
販売

保育
サービス

倉庫 計

売上高          

外部顧客への

売上高
5,223,220 325,272 1,218,097 5,552 6,772,143 144,014 6,916,157 － 6,916,157

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

31,655 7,590 － 116,234 155,481 49,153 204,634△204,634 －

計 5,254,876 332,863 1,218,097 121,787 6,927,624 193,167 7,120,792△204,634 6,916,157

セグメント利益 223,014 700 7,808 4,473 235,998 55,269 291,267 △21,584 269,683

（注）　１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである機械販売事業、システム事

業、洗濯事業及び、付随事業である不動産賃貸事業を含んでおります。

　　　　２．セグメント利益の調整額△21,584千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 37円48銭 27円56銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 125,084 91,968

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
125,084 91,968

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,337 3,335

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しておりま

す。１株当たり四半期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しておりま

す。

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項ありません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月７日

東海染工株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　俊介　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水谷　洋隆　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東海染工株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東海染工株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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